
 

 

 

 

         

 
5 月第 2 日曜日の 8 日は『母の日』でした。「あ～そうだった、忘れてた～」なんて声も

聞こえてきそうですが？ 

今から１００年以上前の１９０９年、ワシントン州に男手一つで 6 人の子供を育て上げ

た父親がいました。父親の死後長女のソノラ・スマート・ドッドは教会で当時すでに普及

活動中だった母の日の説教を聞いているときに、『父親に感謝する日もあるべきだ！』と考

え父親の誕生日に教会で父の日を祝う礼拝をおこなったのがきっかけで始まり、アメリカ

では 1972年に祝日に制定されています。 

日本では昭和 25 年（1950 年）ごろから徐々に広がりを見せ現在のような一般的な行事

として認知されるようになったのは、1980年代にデパートなどが販売戦略の一つとして父

の日をイベント化したことだと言われています。 

ソノラ・スマート・ドッドが父親の墓前に白いバラの花を供えたことから、父の日の花

はバラとされており、母の日と同じく父親が他界している場合は白いバラ、健在の場合は

赤いバラをアメリカでは送っているようですが、日本では『愛する人の無事を祈る』とい

う意味を込めて黄色いバラを送る人が多いそうです。 

「お父さんに黄色いバラ？」なんて思うかもしれませんが、 

プレゼントに一輪のバラの花を添えるとより一層気持ちが 

伝わるかも知れませんね！ 
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5 月の連休は満喫できましたか？ 

6 月は一年の中で唯一祝日がなく、梅雨時で 

気分も滅入りがちになりますね。 

音楽を聴いたり、読書をしたり等、好きなこ

とをして気分転換をしましょう。 

 



皆さんは８０２０（ハチマルニイマル）運動って聞いたことがありますか？ 

健康で長生きするために 80 歳まで自分の歯を 20 本維持しようという運動で、厚生労働省

や日本医師会から推奨されています。 

学生の皆さんはまだまだ先のことと思うかもしれませんが、嚙むことは

唾液や脳の働きを促し全身の健康維持につながるため、生涯自分の歯で食

べられるように日ごろの手入れが大切です。また定期的な歯科検診をする

ことによって、虫歯や歯周病の予防や早期対応ができます。 
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